
平
成
三
十
年
三
月
六
日
提
出

質
問
第
一
二
四
号

加
害
者
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
子
の
戸
籍
謄
本
の
写
し
の
交
付
請
求
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二

124



加
害
者
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
子
の
戸
籍
謄
本
の
写
し
の
交
付
請
求
に
関
す
る
質
問
主
意
書

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
児
童
虐
待
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
行
為
の
被
害
者
（
「
Ｄ
Ｖ
等
被

害
者
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
に
対
し
て
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
を
申
し
出
て
、
「
Ｄ

Ｖ
等
支
援
対
象
者
」
と
な
る
こ
と
で
、
加
害
者
か
ら
の
「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
」
、
「
住
民
票
（
除
票
を
含

む
）
の
写
し
等
の
交
付
」
、
「
戸
籍
の
附
票
（
除
票
を
含
む
）
の
写
し
の
交
付
」
の
請
求
・
申
出
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
制
限

あ
る
い
は
拒
否
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
現
住
所
が
記
載
さ
れ
な
い
戸
籍
謄
本
は
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
戸
籍
法
第
十
条
で
は
、

「
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
尊
属
若
し
く
は
直
系
卑
属
は
、
そ
の
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又

は
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
直
系
の
血
の
つ
な
が

り
が
あ
る
者
は
理
由
な
く
そ
の
戸
籍
謄
本
を
請
求
で
き
る
た
め
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
元
夫
な
ど
の
加
害
者
で
あ
っ
て
も
、
子
の

戸
籍
謄
本
を
取
得
で
き
る
。
母
と
子
が
同
一
戸
籍
に
あ
る
場
合
、
現
在
の
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
婚
姻
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
行
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
元
夫
な
ど
の
加
害
者
で
あ
っ
て
も
子
の
戸
籍
謄
本
を
取
得
で
き
る
た

一



め
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
が
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出
会
い
、
結
婚
し
よ
う
と
し
て
も
、
入
籍
を
躊
躇
す
る
事
例
が
見
ら
れ
、
Ｄ
Ｖ

等
被
害
者
か
ら
は
、
「
怖
く
て
結
婚
で
き
な
い
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
戸
籍
謄
本
の
全
部
事
項
証
明
書
に
は
、
そ

の
者
の
本
籍
地
や
両
親
の
名
前
、
加
害
者
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
現
在
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
間
に

子
ど
も
が
で
き
、
そ
の
子
を
戸
籍
に
入
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
出
生
日
や
出
生
地
が
記
載
さ
れ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
入
籍

す
れ
ば
、
さ
ら
に
「
配
偶
者
の
氏
名
」
や
婚
姻
届
を
受
理
し
た
自
治
体
名
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。

住
所
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
身
の
危
険
は
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
配
偶
者
の
名
前
や
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
子
の
情

報
が
分
か
れ
ば
、
現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
検
索
す
る
と
、
顔
写
真
や
職
歴
、
出
身
地
、
現

住
所
が
類
推
さ
れ
る
情
報
を
得
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
急
速
な

普
及
の
結
果
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
情
報
か
ら
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
や
そ
の
子
の
居
場
所
を
特
定
で
き
る
懸
念
が
生
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

戸
籍
法
第
十
条
第
二
項
で
は
「
市
町
村
長
は
、
前
項
の
請
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、
こ
れ
を

拒
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
例
が
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
元
夫
な
ど
の
加
害
者
で
あ
っ
て
、
子

の
戸
籍
謄
本
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
を
「
拒
む
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
に
相
当
す
る
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二



二

一
に
関
連
し
て
、
実
際
に
は
、
「
子
ど
も
の
戸
籍
か
ら
元
妻
の
居
場
所
を
探
り
た
い
」
旨
、
子
の
戸
籍
謄
本
の
請
求
時
に

当
該
市
町
村
の
窓
口
で
明
言
し
な
い
限
り
、
「
市
町
村
長
は
、
前
項
の
請
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き

は
、
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
」
に
相
当
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。

三

現
在
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
の
名
前
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
顔
写
真
や
職
歴
、
出
身

地
、
現
住
所
が
類
推
さ
れ
る
情
報
を
簡
単
に
得
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
急
速
な
普
及
で
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
情
報
か
ら
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
居
場
所
が
特
定
さ
れ

る
懸
念
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
や
そ
の
子
の
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
、
加
害
者

か
ら
の
子
の
戸
籍
謄
本
の
請
求
に
関
し
て
、
対
応
策
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

法
務
省
は
、
当
面
の
間
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
支
援
措
置
の
対
象
に
な
り
、
加
害
者
が
子
の
戸
籍
謄
本
を
請
求
し
た
場
合
、

相
続
な
ど
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
当
該
市
町
村
の
窓
口
で
拒
む
よ
う
に
通
達
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解

如
何
。

五

現
在
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
に
対
し
て
住
民
基
本
台
帳
事
務
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
等
支
援
措
置
を
申
し
出

て
、
Ｄ
Ｖ
等
支
援
対
象
者
と
な
る
こ
と
で
、
加
害
者
か
ら
の
「
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
」
、
「
住
民
票
（
除

三



票
を
含
む
）
の
写
し
等
の
交
付
」
、
「
戸
籍
の
附
票
（
除
票
を
含
む
）
の
写
し
の
交
付
」
の
請
求
・
申
出
が
あ
っ
て
も
、
こ

れ
を
制
限
あ
る
い
は
拒
否
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
「
戸
籍
謄
本
の
写
し
の
交
付
」
も
追
加
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
戸
籍
法
第
十
条
そ
の
も
の
の
改
正
、
も
し
く
は
、
戸
籍
法
第
十
条
第
二
項
で
い
う
「
不
当
な
目
的
」
を
明
示
す
る
た

め
、
戸
籍
法
第
十
条
に
新
た
に
条
文
を
追
加
し
、
Ｄ
Ｖ
等
被
害
者
の
支
援
措
置
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
加
害
者
が
子

の
戸
籍
謄
本
を
請
求
す
る
こ
と
を
制
限
あ
る
い
は
拒
否
す
る
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


